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前橋市観光協会（轟訊過払巾甜）  

前橋蠣の変準  

卸附こは、かつて億椚l家康より「闇薫曲筆jと育わ打たという名蝿前橋措く脳1塙が熟コた．モの栗城  
は古式．15世紀末、長野氏によ竜とされてい竜さ  

群雄観拠榊帽期を迎ぇると、．＃礫癌囁盛業凱土樽謙信】伯東乗温出昭弘点と荘軋－‡紆戯習需広により守  
ら軋た．しかし．謙信帝都儀王荒正丁年（相関粍鮎措武田膝掛こ従った。また、武田缶が未正昭牢（15配）濾  
甜祉牒跡臣硝川竺払出た机惜最配占爛棚・舶用戚鷲氏西中に鮎た■  
天正18年（相即J馴l相聞兼に丸竜と、尉削；は平等義鮎凱・た．詑、．恥屏静聴即熱■鮎鹿  

潤一】に肝拙に触リ1課捕隠脚錯が適地軒別印郡代間年伽たり船粗  
乱掘邪や城下町巷整備した．♭かじ、1丁世拙筆から制御“の洪如こ正恵癒倍嶺痍由鮎正己とも厨乱．し首．  

隈拝耶脚闘・配糾貰軌捕肛樹と別、・牌1瑚榊地平線が迅   
モ潤も観亀川刺す拝読香、＃復＝書も行拇軌た机l弼鞄珊和4年‡17宅汀1に牒、城主松平榔耀闇亜傭甜  

直放棄し、川越へ砂啓ぎ魯を克荘かった。埴生が市荘に存置と、南棟‡削ま痛苦＿れ董ことに隠軋・抱H拇年軍臥・醜  

露が■野恥た。空珊、・町塔寄れ番いっ揮うだった力㌔枇等量亡、重職屯辛く相関抽韻廉魔翫とも査う生 

浪貿易によ軋前橋旺活況夜景した．モして、慶応3年fl雛丁）に臥町人専輔力を得て、醜再善して組  

空撮儲盈埋克愚こ亡がモ音た。だカ囁代時夫若く相葉して、丑年にl淵治榔と削、帝袷ヰ年ぐ咽71帖衆  
評■興が行粕れ、智鉛雀i哺跡串丸描県庁として使わ如董ように蒔コた疇   
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師惜職掛癌索モデルコー⊥   



釦刑帖爛土手偶＃前橋蝿土上月削  

⑪前橋蝶址正中榊幸には地主松平 
諷克の域再築の功を偲んモこの棟壷且 
て古と為る．1  

＃文 t＃蟹繹 
書 日下部兼作 

⑨群馬≠庁土臭亡再菓前橋撼土畳跡）  
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再薬前橋蠣の概要   

再巣南軸乱文久ヨ牢り88割■エ執  

成し虹亜由舶り臥旧前横堀三ノi躇壱  

様式】で、城≠綽坪軌は旧前構城に匹敵し夫  

けられる在と近代的な城郭で為った机弄成；  

た。しかし、撼は掘割としての機能を果た竜  

群馬攫庁舎1奄残して取り壊暮れた。現在、  

古城由遺♯は少喧い．   
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1櫻元直恥   

惑遭♯亡虞r   

年．麻軒9j   

え耳作成しメ  

皇 城郭蛙、¶  

呂 ㌧債精した王   

持暮工機、3車Bカ月卸却ってよ応急年【用腺門合点完  

丘ノ岳撮奉養丸とした組由牌掛に錮蜘囁く  

往こ匹敵した1蝿垂取り巻く土丘再妻所軒に砲台糟  

た軌完成亀熟橙ぁまり城門草津勒蛙簡♯在もので詣つ  

E龍巻串た菖蒔いまま明治♯桁毎迎克、市丸弥殿（強迫  
」た．現在、本丸跡が拝篤農庁と苛うてい古が、現存す  
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・r拷問粁ヾ軍師輩恐鞄張軒．■J  
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．服増良計♭濫聴雫  
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橋町復元図  
沖爪 まやはし  

前橋（厩橘）城の概要   

龍楕l露柵■傭妊、戦国群雄の争点となゥた墟春原型としモ増補改併呑ヰ私心咽酎ヒ集氏、平岩康博代を躾て、   

酒井恵世・忠蒲由代に総坪赦15万幕坪の妊＃として兎成した。蝿牡、江戸毒守香北南東由お壱克として、また制t則11  

を利用した要塞聖酎描式働繭方向に曲輪奄並べた嶺劫叫削奄もつ放として、宇静乱川嵐愚と並んモ  
闇帯由庖名機価一つに政見与れたと育わ旭．寺側は、15世親未、総長軒氏一族由長野輔円鮒芳凱固山宗恥   
によ古と菖れている．し廿し、1丁世紀礫半に在番と利一副l伸洪水により撼曲崩囁が進み、18世紀には蓮井氏由軽臥   

龍平丘制11越への捗輔を迎え、明和6年（1丁6別に三■檜由天守醐、大手円奄とが取り壌書軋ヾ席墟と喋った。   



城下町前橋の概要  H  

麺嘲瞞廟軸柱恕醜醜鮎舗鰊醐■転病癖新味檀■じ要素  

岳♭た欝播軒蛙、鹿娼醜触貼埠由掛軸品醇替■、  

軸噛賠翫転廟掬轟車軸転軸翻韓触邁韓甑  

鍵緬、錮醸覿掛軸鵬醐韓郷地酵恕  
加乱ま駄酬熟熟葡瞳馳√馳  

し古顔痕奉轟由良着物消磨感触転秦蕪軸薩葡栃醐憮  

触離卿軸綿庸魂施療繭醗槻弼弛時報  

変動封屯ヰ轍轟鯖瀬酬醐寄掛康弘  

親草珊専■唾萎鱒・坦・鮎  

6．ロ00   

0  1耶  25日  醐0爪   
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り取山 デーt  

はり城内の生活用水として引き入れ  

た川廿現在も同じ所を流れる）  

⑤前橋堀幸楕円跡（前橋域間違の城門として唯一残る門跡）  
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軸癖庁鳶恕Uの軸膵丸帯傭哺  現存し檻い 昭和岳丑年囁島田華一風間断   

再寮前橋域は、文久3年（1a63）着工後、3年8カ月かかつて慶応3年（1867ほ目先  

く遇わかかく 成した。城の縄張りは、旧前橋域三ノ曲輪を本丸とした渦郭式（渦巻き誠に曲輪力て続く  
様式）で、城郭華坪軌割目前楕城に匹敵した。塙を取り巻く土塁の要所要所に砲台が設  

けられるなと近代的在城郭であったが、完成を急であまり城門や建物は簡素在ものであつ  

た。しかし、域は城郭としての機能を果たさ在いまま明治維新在迎え、本丸御殿（律の  

群馬県庁舎）を残して取り壊された。現在、本丸跡が群馬県庁と在っているが、現存す  

る城の遺構は少在い。  

前橋堀絵国（群馬県立文書館所載）をもとに、現存す  

土塁、前橋公園土手、車橋門臥空堀跡1及び明治21  

和26年等の前構市街地国毎参考にし、現地調査を踏ま  

北曲輪町、曲輪町、南曲輪町が、ほぼその範屈と在る。  

は、軒構市役所発行の昭和83年12月俸正版である。  
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